
8 年度 事務事業一覧表（シート作成分を除く） 担当課 担当G 文化財管理Ｇ 令和 8 年 7 月 1 日作成

一般財源
（志基金含む）

5 3 2 4 5 448 文化財管理総務費

市内の文化財を保存活用
し適切に管理する。

・職員旅費、消耗品費、手
数料、各種団体等負担金
等の費用。
・歴史のまちづくり事業推進
基金の管理運用。

301 301 23

・文化財の適切な管理、保
存活用を行っている。
・歴史のまちづくり事業推進
基金の運用を行い、利子及
び配当金を基金に積み上げ
ている。

現状維持

5 3 2 4 5 1076
指定文化財等保護
支援事業

国県市指定登録文化財の
所有者が実施する維持管
理や整備事業に補助金を
交付し、文化財の保護と継
承を図る。

国登録庭園：維持管理事業
の３／４以内
県指定文化財：県補助残額
の１／２以内

362 362 △ 1451

国登録庭園：清水氏庭園、
鳥濱氏庭園
県指定文化財：原田古墳 現状維持

5 3 2 4 5 1077
志布志文化財愛護
会運営支援事業

文化財保護と愛護意識の
啓発を推進するため、地域
の歴史遺産のボランティア
清掃等を行う志布志市文化
財愛護会へ運営助成を行
う。

補助金を交付し、ボランティ
ア清掃、木製標柱の設置、
学習会、講演会、研修会等
を実施する。 248 248 0

・５月　三役会
・６月　三役会、役員会
　　　　 ボランティア作業
・７月　総会・学習会
・11月　研修会
・３月　学習会、 役員会
　　　　 標柱作成

現状維持

5 3 2 4 5 1078
志布志市民俗芸能
等保存会連絡協議
会支援事業

民俗芸能等の保存会の連
携、運営助成等による保存
会の維持と活性化により、
民俗芸能等の保存と継承
を図る。

補助金を交付し、協議会か
ら加盟団体へ運営助成、活
動助成を行う。 580 580 0

・５月　役員会
・６月　総会
・各保存会活動 現状維持

5 3 2 4 5 1188
文化財施設維持管
理事業

松山歴史民俗資料館、有
明民俗資料収蔵庫におい
て貴重な資料等を保存・継
承し、展示活用を図る。

資料館及び収蔵庫の維持
管理、資料の収受及び収
蔵・保管。 430 430 315

・資料館及び収蔵庫の維持
管理
・民俗資料等の収蔵、保管
・松山歴史民俗資料館等の
薬剤燻蒸（３年に１度）

現状維持

5 3 2 4 5 1192
地方文化財保護審
議会設置事業

有識者に文化財保護審議
会委員を委嘱し、文化財の
保存及び活用に関する重
要事項について調査審議
する。

文化財保護審議会を開催
し、文化財の指定等に関す
る諮問答申を行う。曽於地
区の総会及び研修への参
加。

274 274 131

文化財保護審議会、年３回
（５月、12月、３月）

現状維持

5 3 2 4 5 1195
文化財調査・指定
推進等事業

文化財の国県市指定・登録
に向けて調査等を実施し、
指定・登録を推進する。

・志布志麓庭園の修復選
定。
・阿多氏庭園の国登録、キ
イレツチトリモチ生育地の
国指定地化の推進。

860 860 33

・志布志麓庭園の修復剪定

現状維持

5 3 2 4 5 455

埋蔵文化財緊急確
認調査事業

各種開発事業に伴う事前
の予備調査を実施する。

重機（0.2パワーショベル）を
使った試掘調査や外業作
業員を雇用した確認調査を
行う。 918 918 144

遺跡地内での各種開発行
為が行われる場合、事前に
試掘調査や確認調査を実
施している。 現状維持

特に課題はない。

民間所有の文化財が維持管
理されている。

文化財の所有者変更によ
り、補助金の申請がなされ
ず、適切な維持管理がなさ
れない事例がある。

・寄贈資料の適切な保管。
・松山歴史民俗資料館２階
での戦争資料等公開

・寄贈資料について、展示公
開等の活用がなされていな
い。

令和８年度　事業費（千円）
課題

今後の
方向性

その他
特定財源

前年度比

令和

事業内容振興計画体系 事業名 事業目的

作成日

国県支出金
実施状況

生涯学習課

文化財の指定及び指定解
除、現状変更について審査
を行うことで、文化財の保護
が適切に行われている。

開発側との事前協議を適切
かつ迅速に行うことができて
いる。

事業番号総合戦略体系

・委員が高齢化している。
・専門分野に偏りが生じてい
る。

成果

・加盟している各種団体の活
動に参画した。
・基金の利子及び配当金を
基金に積み上げた。

・他の事業に含まれない突
発的な事態に対処する費用
の計上を検討する。

・地域の歴史遺産のボラン
ティア清掃、木製標柱設置、
講演会、研修会
・自主財源の確保のため、
会費の増額を実施した。

・会員の高齢化及び入会者
の減少により、会員数が減
少してきている。

登録団体の維持と活性化を
促すことをができた。

・修復剪定により、庭園が本
来の姿を取り戻しつつある。

阿多氏庭園の国登録、キイ
レツチトリモチ生育地の国指
定地化の推進。

・設立当初に比べ加盟団体
数は減少傾向にある。
・保存会への助成金額の再
検討。

合計


